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【要 旨】 自己 と他者 によるタッチが 自律神経活動 に与える影響 の差異を明 らかにす ること
を 目的 とし,対 象の健常成人男性19名 を 自己タ ッチ群,他 者タッチ群 に分 け,客 観的評価
として心拍数 と周波数解析(HFn,LF/HF)を,主 観的評価 として一時的気分尺度(TMS)
を用いて比較検討 した.タ ッチは手背部へ施行 し,背 臥位 にて胸骨剣状突起上で呼吸運動 を
阻害 しない重 さで行 った.そ の結果,自 己タ ッチにおけるHFnお よびLF/HFは 有意に変
化せず,主 観 的評価 項 目において有意に減少 した.他 者 タッチのHFnは 有意 に増加 し
LFIHFは 有意に減少 し,主 観的評価項 目も有意に減少 した.ま た,自 己タ ッチ群,他 者 タ
ッチ群 ともに 自律神経活動変化量 とTMS疲 労項 目変化量間で有意な相関を示 した.以 上よ
り,自 己タッチ と他者 タッチは心身に対 し異なる影響 をもっ ことが示唆 された.
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1.は じめに
徒手理学療法では,個 人的情報や医学的情報,主 観的評価か ら得られた情報 を基 に痙痛メ
カニズムの仮説 を立て,仮 説 を検証す るために客観的評価 として筋の緊張や関節の可動1生
を検査,測 定する.治 療効果は痛みの軽減や,筋 力や可動域改善による動作能力の回復 とい
った運動機能の変化 として捉えられ るが,患 者のなかにはこの ような変化以外にも心拍数
や血圧の安定,睡 眠障害や排泄障害,冷 感 などの 自律神経症状の改善を認 めることも少なく
ない.昨 今,筋 骨格系や中枢神経系のみな らず,自 律神経系 と理学療法の関わ りを示 した研
究が増 えてきてお り,自 律神経活動 は疾病予防や慢性瘍痛 にも重要である とされている1).
徒手理学療法では理学療法士の手 で患者 に触れる手技 を多用す る.こ のなかには触刺激
(以下,タ ッチ)が 含 まれる.タ ッチは 自律神経活動へ好ま しい影響 を与 えるものの1つ と
され,体 表か らのタ ッチは古来 より癒 しの技術 として用い られている.昨 今,タ ッチによっ
て生体 に種々の有益 な効果が生 じるこ とが報告されてい る.例 えば,リ ラクゼーシ ョン,ス
トレスや不安,欝 の軽減,認 知症改善な どの精神機能へ の効果のみならず,痺 痛緩和,組 織
血流増加,ス トレスホルモン減少 など自律神経活動の改善 を示唆する報告 もされている2)3)
4).タ ッチには他者か らのタッチ(以 下,他 者 タッチ)と 自己へのタッチ(以 下,自 己タッ
チ)と がある.他 者 タッチに関する研 究は看護領域 を中心に報告 されてお り,副 交感神経活
動 を向上するとい う報告があるものの5)6)7),一 定の見解 を得ていない8).一 方で,人 は 日
常生活で自分でもほとん ど気づかない うちに,自 分の髪 を触った り,頬 を撫でた り,自 分の
手を揉んだ りす る 自己タッチによりそれによ り不安や緊張をやわ らげている と言われてい
るが9),そ の効果 を示 した研究はほ とん ど見当たらない.さ らに,他 者 タッチ と自己タッチ
の自律神経活動へ の効果 を比較 した研究はない.
自律神経活動はROMや 筋力に先立 ち変化すると言われ ているが10),自 律神経活動に徒
手療法の手技が与える影響の研究は進 んでいない.自 律神経活動の感度は高 く,筋 骨格系や
従来の理学療法評価 では説明できない変化 を示す ことができる可能性があ り,徒 手理学療
法のエ ビデ ンスを構築す るために運動機能以外の面か らもその効果を明 らかにす ることが
必要である.
そこで本研 究では,自 己と他者 によるタ ッチ刺激が心身に どのよ うな影響 を与えるかを





研究フィール ドとして研 究代表者 が通 う東京都立大学荒川 キャンパ スの学部生,大 学院
生に協力 を求めるため,学 内掲示板に研究参加者募集のポスター を掲示 した.研 究参加者募
集のポスターを見て研究代表者 に申し出のあった者お よびポスターにある連絡先 に連絡 が
あった者 を研究対象候補者 とした.研 究対象候補者 に対 して個別 に研究対象者への説 明文
書で研究参加 についての説 明を行い,同 意 を得 られた ら同意書に署名 をもらった.署 名 を終
えた時点をもって研究対象候補者 を研究対象者 とし,測 定 日時の調整 を行った.
なお,測 定 を受ける前に改めて 口頭にて同意 の撤回がないかを確認 した.研 究対象者への
謝礼の支払いは行わない こととした.
2)対 象 者 の性 質 ・属性
東京都 立 大 学荒川 キャ ンパ ス利 用歴 のあ る健 常若 年 成人 男性19名(28.9土5.0歳)を 対
象 者 と した.基 本 属性 は,身 長171.1±6.7cm,体 重63.9±8.2kg,BMI21.8±2.9kglm2
で あった(表1),取 り込み 基 準 は,主 観的健 康 感 が 「とて も健 康 」～ 「ふつ う」(※ とて も
健 康,ま あ ま あ健康,ふ っ う,健 康 で ない,の4段 階 で評価)の 者 と し,除 外基準 は,現 在
医療機 関や 鍼 灸 院等へ通 って い る者,半 年 以 内 に病 気や ケガ に よ り入 院 した こ とが あ る者,
心疾 患 を有す る者 とした.
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対象者の前 日の生活において,特 別な制約はせず普段通 り生活 しても らい,測 定時に前 日
からの体調 の変化の有無 を確認 した.測 定当 日はアル コールやカフェインの摂取,激 しい運
動,喫 煙 を避 け,検 査1時 間前までに食事 を済 ませ るよ う説明 した11).実 験環境 は対象者
が不快 にな らないよ う,温 度22～25℃,湿 度40～65%と した.実 験は,東 京都立大学
荒川キャンパ ス校舎棟3階 運動学実習室で行 い,静 かな環境 とプライバシーが保護iできる
環境を確保 した.
2)タ ッチ
自己タ ッチ群(図1左)は 背 臥位にて,対 象者 の胸骨剣状突起上に対象者の左手を置き,
左手背を 自分の右手掌で5分 間タッチ した.タ ッチの重さは対象者の呼吸運動を阻害 しな
い重さとし,視 聴覚条件 は閉眼,静 誼 とした.他 者 タッチ群(図1右)は 背臥位 にて,対 象
者の胸骨剣状突起上に対象者 の左手を置き,左 手背 を検者(理 学療法士)の 右手掌でタッチ
した.タ ッチの重 さは 自己タッチ同様に対象者の呼吸運動 を阻害 しない重 さとし,視 聴覚条
件 も閉眼,静 誼 とした.
両群 ともに対象者 には測定中,安 静呼吸を促 し深呼吸は控えるよう伝 えた.ま たタッチ中
は他 のことを考えずタッチ部位に集中す るよ うに伝 え,入 眠 しない よ うに注意喚起 した.
図1タ ッチ方法(左:自 己タ ッチ,右:他 者 タ ッチ)
3.実 験プロ トコル(図2)
対象者が入室後,前 日か らの体調変化 を確認 した.他 者
タ ッチ群,自 己タ ッチ群それぞれへの割付 けは封筒法 によ
りランダム化 し,割 付後,質 問票を記入 して もらった.
質問表を記入 した ら,心 拍変動(HeartRateVariability
以下,HRV)送 信機 を装着 し,計 測前 に3分 間閉眼 ・背臥
位 にて安静位 をとった.3分 経過 し心電 図が安定 してか ら,
まずはタッチ前5分 間の心電図測定を開始 した.タ ッチ
前5分 間の測定が終わった ら,速 やかに皮膚温を計測 し,
皮膚温の測定が終わった後,タ ッチ中5分 間の計測 を行 っ
た.そ してタッチ中5分 間の計測を終えた ら,再 度皮膚温
の測定を行い,最 後にタ ッチ後5分 間の心電図を測定 した.
タッチ後の5分 間 を計測 し終えた ら,測 定機器 を外 し,
質問票を記載 して もらい実験終了 とした.
〔
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図2実 験プ ロ トコル
4.評 価項 目
1)自 律神経活動
タッチの影響の評価 は,心 拍数お よび 自律神経活動の指標 として心電図を測定 した.心 電
図の測 定 は,高 見澤 ら12)の 方法 に準 じ,胸 部第II誘 導 で心電計(LifeScope,日 本 光 電社
製)を 用 いて 測定 した.AID変 換器(Powerlab18SP,ADInstruments社 製)を 介 して サ ン
プ リング し,パ ー ソナル コン ピュー タに記録 した.高 速 フー リエ変i換に よ りpowerspectrum
を抽 出 し,解 析 ソ フ ト(且RVmoduleChartsPowerlab,ADInstruments社 製)を 用 い て
HRVを 算 出 した.HRVの 周波 数解 析 か ら得 られ る0.04～0.14Hzの 周 波 数領域 を低 周 波
数 成 分(lowfrequency以 下,LF),0.15～0.45Hzの 周波 数領 域 を高周 波 数成 分(high
frequency以 下,HF)と した.
心拍 変動 解析 の結果 が示す 自律 神経 活動 の指標 は,LFをLFとHFの 和 で除 した値(LF
normalized=LFn)が 心月蔵迷走神 経 系 と心臓血 管 交感神 経 系 の両活動,且FをLFとHFの
和 で除 した値(HFnormalized:HFn)が 心臓 副 交感神 経 活動,LF/HFが 交感神 経活 動 と さ
れ てい る13).各 対 象者 のデ ー タには タ ッチ前(5分 間)の 平 均値,タ ッチ後(5分 間)の 平
均 値 をあ てた.皮 膚温 の測 定 は,皮 膚 赤外 線体 温計(HPC-01,原 沢 製 薬 工業株 式 会社 製)
を用い,タ ッチ 前お よび タ ッチ後 の温度 を記 録 した.測 定値 の処理 は,3回 の平均値 を も と
に算 出 した.
2)気 分 表2
副 次評 価 項 目 として,一 時 的気 分尺 度 下位尺度
(TemporaryMoodScale:TMS)14)15)を 実験前
後 で記 載 し,気 分 の評価 に用 い た.緊 張
TMSは,POMS(ProfileofMoodScale)の 項
目を参考 に して作 成 され た質 問紙 で,「 緊張」 「抑 混乱
諺 」 「怒 り」 「混乱 」 「疲 労」 「活気 」 とい う6つ の
下位 尺度 か ら成 り,各 下位 尺度 は3項 目ず つ であ
る(表2).抑 欝
教示 は,POMSと は異 な り,「 今現 在 の気分 に
つ いて 」問 う形 式 にな ってい る.回 答形 式 は 「非
常 にあては ま る」 か ら 「ま った くあては ま らな 疲労
い」 までの5件 法で,各 項 目には得 点 が高 いほ ど
それ ぞれ の気分 が 強 くな る よ う1～5点 を与 え,怒 り






















各 項 目を1～5点 と し合 計 が 尺 度 得 点
5.評 価項 目のデー タ解析
統計学的分析 はSPSSstatics26.0(IBM)を 用い,タ ッチ前後比較 として対応のあるt
検定お よびWilcoxon符 号付順位検定,群i間 比較 として対応 のないt検 定お よびMann-
WhitneyのU検 定を行い,有 意水準は5%と した.ま た心拍変動解析 で得 られた客観的指




認(承 認番号:19084)を 得て実施 した.
IV.結 果
1.2群 間の基本属性の比較
対象者 における基本属性の比較を表3に 示 した.年 齢,身 長,体 重,BMIの 項 目におい
て,2群 問で有意 な差 は認 めなかった.
2.自 己 タ ッチ群 にお ける群 内比較
心拍 数 は タ ッチ前63.4±5.3bpmか らタ ッチ後61.3±6.4bpmと 有 意 に減 少 した(p<0.05)
(表4).タ ッチ前後 の 自律神 経活 動 の比較 で は,HFnは タ ッチ前53.5土14.4か らタ ッチ
後53.0土19.0と 有意 な変化 はな く,LFIHFに お い て もタ ッチ 前0.9±0.6か らタ ッチ後1.2
土1.2と 有 意 な変化 は なか った.TMSは,因 子得 点 の平均 値 を算 出 した.緊 張項 目にお いて
タ ッチ前6.4圭2.1タ ッチ後5.1土2.2と 有 意 な低 下 を示 し(p<0.05)(表4),抑 うつ項 目に
お いて は タ ッチ前5.0土2.0か らタ ッチ後4.2土1.4と 有意 な低 下 を示 し(p<0.05)(表4),
疲 労項 目にお いて はタ ッチ 前5.9土1.9か らタ ッチ 後4.4±1.2と 有意 な低 下 を示 した(p<0.0
1)(表4).そ の他 の項 目に 関 して は有意 な差 を認 めなか った.
3.他 者 タ ヅチ群 にお ける群 内比較
心拍数 は タ ッチ前64.6士5.3bpmか らタ ッチ後59.6土8.1bpmと 有 意 に減 少 した(p<0.01)
(表4).自 律神 経活 動 の比較 で は,HFnは タ ッチ前42.3±14.4か らタ ッチ後55.1±20.5
と有意 に増 加 し(p<0.05)(表4),LFIHFが タ ッチ前1.9土0.6か らタ ッチ後1.0±0.8と
有 意 に減 少 した(p<0.05)(表4).TMSは,因 子 得 点 の平均値 を算 出 した.緊 張項 目は タ
ッチ前5.9士3.1か らタ ッチ後3.9±1.5と 有意 な低 下 を示 し(p<0.05)(表4),疲 労 項 目は
タ ッチ前7.2土3.3か らタ ッチ後5.2±2.9と 有 意 な低 下 を示 し(p<0.05)(表4),そ の他 の
項 目に関 して は有 意な差 を認 めなか った.
4.自 己タッチ群 と他者 タッチ群の群問比較
タッチ前後における群間比較 においては,タ ッチ前の各項 目において自己タッチ群 ・他者
タッチ群 間において有意な差は認めなかった.一 方で,タ ッチ後のTMS怒 り項 目において
自己タッチ群 ・他者タッチ群間において有意な差 を認 めた(p<0.05)(表4).
5.測 定 項 目の変化 量 の関連
自己 タ ッチ群 におい ては,HFn差 分 と疲 労項 目差分 に負 の相 関(r=-0.67)を 示 し,LFIHF
差分 と疲 労項 目で は(r=0,68)(表5)と 正 の相 関 を示 し,且Fn差 分 と活気 項 目差 分 で は
(r=0.69)(表5)と 正 の相 関 を示 した.
一 方
,他 者 タ ッチ群 にお いて は,HFn差 分 と混乱 項 目差分 に負 の相 関(rニ ー0.67)(表5),
疲 労項 目差 分 と負 の相 関(r=-0.74)(表5)を 示 し,LF/HF差 分 は疲 労 項 目差 分 と負 の相 関
(r=0.805)(表5)を 示 した.
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V.考 察
結果のま とめとして,① 自己タッチ群 は心拍変動解析において有意な変化 を認 めなかっ
た,② 他者 タッチ群では副交感神経活動の増加 ・交感神経活動指標 の減少 を認めた,② 観的
指標であるTMSで は両群 ともに主観的ス トレス項 目にて有意な減少を認めた,④ 両タッチ
群 ともに 自律神経活動変化量 と疲労項 目変化量に相関がみ られた,以 上の4点 であった.
本研 究では,自 己タッチ群 においてHRやTMSの ス トレス項 目の減少 を認めたが,自 律
神経 の客観 的指標であるHFnやLF!HFに おいて有意な差を認 めなかった.自 己タッチに
関す る先行研究 は極 めて少 ないが,Guest,Seta1.は 「自己タ ッチは他者 タ ッチに比べ,心
地 よさが少 なかった」 とし16),高 橋 らは快一不快 の感情 と自律神経活動 の関係を述べてい
る17).本 研究では安静後にタ ッチを行 っているため,副 交感神経活動の天井効果の影響 も
考 えられる.ま たタッチの先行研 究においては,ス トループ課題や計算課題な どス トレス負
荷課題を与 えた後 にタッチの効果を比較 している18)が,本 研究では,介 入前の自律神経活
動に個体差が大きかったため,こ のよ うな結果 になったのではないか と推察 される.さ らに,
BlakemoreSJetal.は,運 動が 自己生成 され ると,感 覚的なフィー ドバ ックの結果を正確
に予測することができ,刺 激に対する予測 と実際の刺激の誤差が少ないため,自 己生成触覚
刺激の減衰 と述べている.こ の よ うにタ ッチ とい う同様の刺激 でも自己タッチ と他者 タッ
チでは刺激 に対す る脳内処理過程が異なる可能性がある19).
他者 タッチでは,HFnを 増加 し,LF/HFを 減少 させ る結果 となった.こ れは,看 護領域
におけるタ ッチの先行研究の傾向 と一致 している8).理 学療法士のタッチ も,看 護師のタッ
チ同様 にHFnを 増加 し,LFIHFを 減少 させ るこ とが示唆 された.タ ッチ刺激は触 ・圧覚受
容器 に対 して適刺激を入力す ることになる.こ れにより,皮 下や皮下組織 の局所循環 を促進
し,皮 膚温の上昇をもた らし,さ らに,自 律神経系への作用が交感神経の緊張を低下 させ,
心臓副交感神経が優位 になった結果,HFnは 増加 し,心 拍数,LFIHFは 低下 したと考察す
る.
客観的な 自律神経指標であるHFnやLFIHFで は両群で異なる傾 向となったが,主 観 的
な指標で あるTMSで は同様の傾 向を示 した.両 群 ともに,タ ッチ後ではタ ッチ前に比べ,
有意に リラクセーシ ョン反応が得 られた.ま たHRに おいては,両 群 において有意に低下
したが,自 己タ ッチ群においては 且Rの 減少 を認めたにもかかわ らずHFnやLF/HFの 有
意な変化 を認 めなかった.HRの 減少は副交感神経活動の増加 を示唆す るといわれるが,
HFnやLF/HFが 自律神経活動の指標 となる一方で,且Rは 自律神経のみな らず様 』々な要素
を反映す るため,こ のような結果 になった と推察 され る.
本研 究では,タ ッチ前後のHFn及 びLFIHFの 変化量 と主観的疲労感 の変化量の問に有
意な相関を認めた.Boschetal.は 「精神的ス トレスに不安な どの否定的感情 とHRVの 変
化 を分析 し,副 交感神経活動 と否定的感情には負 の相関がある」 としている20).本 研究に
おいても,疲 労感はLFIHFと 正 の相関があり,HFnと 負の相関があるとい う報告 と同様 の
結果が得 られた.ま た,自 律神 経機 能異常 を伴 い慢性 的な疲 労を訴 える患者群(chronic
fatiguesyndrome:CFS)で は,疲 労感 が交感神経機能 と正の相関があ り,副 交感神経機能
と負の相関があることや疲労感がi憂うっや不安 と正の相 関があることが報告 されている21).
さらに森 らは,タ ッチはス トレスによる影響 を受 けやすい者に効果をもた らしやすい と述
べている22) .本 研究の結果はこれ らの報告を支持する結果であった.
本研究 により,理 学療法士による静的なタ ッチによる 自律神経活動への影響が明 らか と
なった.交 感神経の充進 によ り生 じる自律神経症状に対 して,タ ッチは効果的であることが
示 され,よ り円滑な理学療法の展開の一助 となることが示唆 された.し か し,副 交感神経優
位 な患者 に対 して も,他 者 タッチは副交感神経活動 を低下 させ 自律神経のバ ランスを崩す
可能性があ り注意を要す ることも示唆 された.一 方で,自 己タ ッチは心拍数 を低下 させたも
のの客観的な自律神経指標 を有意に変化す ることが出来なかった.本 研究においては,自 己
タッチによるセルフケア としての有用性 を示す には不十分な結果 となった.
タッチの研究では,タ ッチ施行者 と受 け手の関係性に よって結果に影響 がで るといわれ
てい る23).本 研究では,対 象者は自ら希望 し対象者 となっているため,少 なくともタッチ
施行者 とはネガティブでない関係性 であったことが予想 され,ネ ガティブな関係性 の対象
では異な る結果 となった可能性がある.ま た,本 研究での対象者 は若年成人男性 であった.
自律神経活動は年齢 とともに変化す るといわれてお り,ま た性差 も大きい と言われ てい る
24).本 研 究ではタッチ施行者 ・タッチ受 け手 ともに男性 であ り,性 別や年齢 が変わることで
効果 も変わる可能性がある.そ のため,異 性や高齢者への臨床応用ができるかは不明である.
また,本 研究はタッチ前後5分 と即時的な効果の検証であ り,長 期的な効果 については言
及できない.HouyongZhong,eta1.は,徒 手的な介入の 自律神経に及ぼす即時効果を示 し
つつ も,24時 間後にはコン トロール群 と差はなかった と述べている25).今 後は より長期的
な効果の検証が必要であろ う.ま た,本 研究では,川 原 らの研究に準 じ8),タ ッチ部位は手
背部 と設定 したが,他 の部位へ のタッチで同様 の効果が期待できるかは不明である.さ らに,
本研究ではサ ンプル数が少な く,対 象群 の開始時の自律神経活動でカテ ゴリー分類す るこ と
が出来なかった.そ のため,交 感神経活動が高い対象や低い対象 が各群内に混在 していた可
能性がある.自 己タッチ群 においては,タ ッチ前の自律神経活動 を統制す ることで違 った結
果 になったかもしれない.最 後 に,本 研究では静的なタッチの効果を比較 したもので あり,
動的なmoblizationやmassageに ついて同様 の結果になる とは言 えない.
本研究によ り,タ ッチ刺激による自律神経活動への影響 が示 されたが,今 後は刺激の深 さ
や速 さ,方 向や強 さなどを変え,よ り動的なタ ッチの効果 を検証す ることで,よ り臨床 的意
義 を示す ことが必要 と思 われる.
VI.結 論
本研究では,健 常若年成人男性を対象 に,自 己タッチ と他者 タッチが自律神経活動 に与え
る影響 を比較 し,自 己タッチ と他者 タッチは心身に異なる影響を与 えることが分かった.他
者 タッチは副交感神経を増加 させ,交 感神経活動低下 させる一方で,自 己タッチは客観的な
心拍変動解析の有意な変化 は得 られず,心 拍数 と主観 的な変化のみ に留まった.自 己タッチ
はある一定の リラ ックス反応 を得 られ るが,自 律神経活動に対す るセルフケアとして自己
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【Abstract】Thepurposeofthisstudyistoclarifythedifferencesintheeffec七sof
Self-touchingandPassive-touchingonautonomicnervoussystemactMties.Nineteen
healthyadultmalesweredividedintotwogroups:Self-touchinggroupandpassive
touchingbyatherapist.Acomparativestudywasperfbrmed』bucheswereappliedto
thebackofahqnd,onthexiphoidprocessofsternuminthesupineposition,amountof
weightthatdidnotinterferewithrespiratorymovements.Theresultsshoweda
signi丘cantincreasinginHFn,whiledecreasingLFIHFinthepassivetouchandthe
subjectiveratingitems.TheHFnandLFIHFinself-touchdidnotconsidera'blychange,
althoughtheLFIHFdecreasedsigni丘cantlyinthesubjectiveendpoints.Therewasa
significantcorrelationchanginginautonomicactivityandchangesinsubjectivefatigue
itemsinbothself-touchandpassive-touchgroup.Thisstudyshowsthatself-touchand
passive-touchmayprovidedifferentinbothphysicalandpsychologicalchanges.
Keywords:touch,heartratevariability,autonomicnervoussystem,temporarymood
scale
